令和3年度事業報告　
第Ⅰ　はじめに
一昨年以降、2年以上にわたり、新型コロナウィルス感染症の感染拡大に見舞われ、山口県下においても雇用情勢や経済活動への打撃は大きく、シルバー人材センター事業(以下「シルバー事業」という。)にも契約金額の減少など現在も大きな影響が続いている。
こうした状況下、公益社団法人山口県シルバー人材センター連合会（以下「連合会」という。）においては、会員拡大、就業機会の拡大、安全就業の推進、適正就業の確保、労働者派遣事業の拡充等を柱とした「第3次中期基本計画」の最終年度である「令和3年度事業計画」に基づき、国・自治体並びに関係機関の理解と支援の下で県下のシルバー人材センター（以下「センター」という。）と一体となって積極的な事業展開に取り組んできた。
しかしながら、センター会員の高齢化や65歳までの継続雇用の定着、更には70歳までの雇用機会確保の努力義務を定めた改正高齢法の施行、新型コロナウイルスオミクロン株の感染拡大等の影響を大きく受け、2年連続で会員数が減少し年度末会員数は、9,158人（対前年比マイナス391人、4.1%減）となった。新規入会者は昨年より若干増加しているものの、それを大きく上回る退会者の増加があった。
契約金額は、請負契約において昨年度の状況から回復傾向にあるものの、僅かに昨年を下回り35億3,069万円(対前年比マイナス817万円、0.2%減)となった。派遣事業においては、令和2年10月以降の主要派遣先の大手スーパーの定年延長による契約額減少が今年度の上半期まで影響し、6億1,142万円（対前年比マイナス3,671万円、5.7%減）となった。請負と派遣を合わせた契約金額は、41億4,211万円（対前年比マイナス4,487万円、1.1%減）となり、派遣事業における不振が全体を押し下げる結果となった。
シルバー事業の要である安全就業については、令和元年度の2件、令和2年度の3件と重篤事故が続く非常事態の中、今年度は就業中の重篤事故は発生していないものの、残念ながら途上での交通死亡事故が2件発生し、重篤事故発生が3年連続となった。請負・委任事業の傷害事故は56件（前年度50件）、損害賠償事故も58件（前年度51件）と増加した。労働者派遣事業の事故は通勤途上を含む事故が11件（前年度4件）発生、特に通勤途上の事故が6件と、大幅に増加している。引き続き、高齢化する会員の事故防止が課題となっている。事故ゼロを目指し『安全は全てに優先する』ことを再認識し、役員、職員、会員が一丸となって、更に安全対策の徹底を図ることが重要である。
適正就業の推進については、「シルバー人材センター適正就業ガイドライン」に沿った就業に努めるとともに、全センターにおいて「受注リスト」による点検を行い、労働者派遣事業へ切り替え等の適正化を図った。

令和3年度の個別の事業実施状況は、以下のとおりである。
第Ⅱ　シルバー人材センター事業実施状況　
１　普及啓発活動の推進　
センター事業の意義、理念及び事業活動を県民各層に広く周知するとともに、シルバー事業への理解と参加を求めるため普及啓発活動を行った。全国で取組む「第2次会員100万人達成計画」に基づく会員拡大目標とそれに対応する就業延人員目標を定めて「PDCAサイクルによる目標管理」を行い各センターとともに会員拡大を目指した。
(1)　連合会会報「連合会やまぐち」を年2回、9月と1月に発行（500部×2回）
(2) 「山口県広報誌（ふれあい山口）」11月号に会員募集広告を掲載
(3)　県立図書館にポスターを掲示
(4)　会員募集及びシルバー事業の普及啓発広告を5月、8月に新聞に掲載、10月にラ
ジオCM大賞に協賛し、ラジオCMを行った。
(5)　普及啓発月間の10月には、アクティブシニア就業応援事業講演会のパネラーを務
　　 め、企業に対しPRを行った。また、同事業HPに女性会員のインタビューを掲載
(6)　会員募集と就業開拓を合わせたリーフレット（10,000部）と同デザインポスター
（300部）を作成配付
(7)　連合会ホームページでのシルバー事業の周知、普及啓発の実施
(8)　連合会、センター名を掲載した「カレンダー」の作成
(9)　事業運営状況の作成、配付によるシルバー事業の周知　(300部)
(10) 山口県主催の「健康＆おしごと説明会」に協力し、シルバー事業のPRを行った。
（3会場)
(11) 会員拡大検討チーム委員会の開催

	名称
	開催日
	内容

	第1回
	令和3年7月13日
	①会員数実績状況について
②令和3年度の取組等について

	第2回
	令和3年10月27日
	江別市SC来訪　意見交換


２　調査研究の実施
シルバー事業を発展・拡充するため、高齢者の雇用・就業ニーズや社会経済の変化
に適合したシルバー事業に必要な分析等を行った。
(1)　シルバー事業運営状況の作成　　　　　　　　　（第Ⅱの1の（9）再掲載）
(2)　各シルバーの事業実績の収集、集計分析及び情報提供
(3)　各シルバーの事故状況の収集、集計分析及び情報提供
３　安全・適正就業の推進

シルバー事業において、会員の安全就業は基幹をなすものであり、県内全域で安全就業対策及び法令遵守（コンプライアンス）に沿った適正就業を効果的かつ着実に実施するため、委員会、研修会等を開催するとともに、情報提供及び指導助言を行った。
また、「シルバー人材センターの適正就業ガイドライン」に沿った就業の適正化を図り、受注リストの点検を行った。
(1)　安全委員会の開催
	名称
	開催日
	内容

	第1回
	令和3年5月21日
	①令和2年度事故状況について
②安全就業優良ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰの選定について
③優秀安全標語の選考について
④安全パトロールの実施について

⑤安全就業推進大会について

	第2回
	令和4年1月31日
	①令和3年度事故状況について
②令和3年度安全就業パトロールの実施結果について
③令和4年度事業の取組みについて


(2)　安全パトロールの実施          　
　 　 　　 連合会安全委員が安全就業推進のため、作業現場のパトロールを以下の6センターで実施、パトロール終了後、安全就業等について意見交換を行った。
	①
	令和3年9月14日
	(火)
	
	下関市SC

	②
	令和3年9月16日
	(木)
	
	周南市SC

	③
	令和3年9月28日
	(火)
	
	山口市SC

	④
	令和3年9月30日
	(木)
	
	光市SC

	⑤
	令和3年10月11日
	(月)
	
	萩広域SC

	⑥
	令和3年10月13日
	(水)
	
	柳井広域SC


　　　　　　　　　　　　
問題点
　　　 ・　法面の傾斜が急で、注意を要する作業場所があった。
　　 　・　刈払機にナイロン紐を使用されているところがある。状況に依るがナイロン紐の使用は控えたほうがよい。
　　 　・　枝に立っての剪定作業は危険。
・　刈草の搬入先が少なく、遠くの処分場に持ち込むにも危険が伴う。
好事例
· 　倉庫に道具がきれいに整理され、丁寧な仕事ぶりがうかがえる。
· 　作業中に駐車する車にセンターのPRをプリントした日よけを付けて
安全対策とPRを兼ねている。
· 　剪定班の構成がベテランと新人を入れ後継者育成の配慮をしている。
· 　配線コード切断の経験から、会員自らが配線切断防止ガードを作成し
使用。
(3)　安全就業研修会
　  　     　開催日   令和4年2月24日（木）
　　　 　場　所 　防長苑　　
　　　 　参加者　 36名　
講　演　 ①　「剪定における安全対策について」
　　　　　　　　　　　　　　株式会社　戸坂造園土木
代表取締役　戸坂　芳朗　氏　
　　　　　　　　  ②　「シルバー人材センターにおける安全対策について」
　　　　　　　　　　　　　 公益社団法人下関市シルバー人材センター
副理事長　　林　　岩雄　氏　
　　　　　 ③　「事故発生状況について」
　　　　　　　　　　　　　　山口県シルバー人材センター連合会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　 浜田　美智子
　　　　　　　　 　　 ④　「交通事故防止について」
　　　　　　　　　　　　　 山口県警察本部　交通部交通企画課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山口県警部補　泉　裕貴　氏
   　 (4)　事故状況の収集、集計分析及び情報提供　　　　　（第Ⅱの2の（3）再掲載）
　 　 (5)　健康診断受診啓発リーフレット作成（10,000部） 
　　　(6)　安全研修DVD貸出実施（2本）
　　　(7)　交通安全教室を13会場で実施（派遣労働会員教育訓練時同時開催） 

４　就業分野の開拓・拡大の推進
会員の豊かな知識・技能の発揮が可能となり、高年齢者の多様な就業ニーズに対応
するため、広報誌等による多様な就業機会の開拓・拡大、コロナ対策を考慮しつつ、新たな就業分野の開拓などの事業展開を行った。
(1)　事業委員会の開催
	名称
	開催日
	内容

	第1回
	令和3年7月16日
	①令和3年度事業の取組について
②会員拡大及び就業機会拡大の取組みについて
③高齢者活躍人材確保育成事業について
④適正就業について

	第2回
	令和4年1月24日
	①令和3年度事業の取組みについて
②令和4年度事業の取組みについて


　(2)　山口県広報誌及び新聞広告による広報活動　 　（第Ⅱの1の（2）、(4)再掲載）
(3)　アクティブシニア就業応援事業講演会のパネラーを務め、企業に対しPRを行っ
た。また、同事業HPに女性会員のインタビューを掲載（第Ⅱの1の (5)再掲載）
  (4)　会員募集と就業開拓を合わせたリーフレット（10,000部）と同デザインポス
　　　 ター（300部）を作成配付　　　　　　　　　　　　 （第Ⅱの1の (6)再掲載）

(5)　｢シルバーしごとネット｣等を活用した受注事業の調整
５　職業紹介事業の推進
職業紹介事業の実施事務所と連携し、臨時的かつ短期的な仕事又はその他の軽易な業務に係る雇用による就業を希望する求職者に対し職業紹介を実施、職業紹介事業に係る統括管理（職業紹介基本契約、入金管理等の会計管理及び行政への各種報告等）を行った。
(1)　有料職業紹介事業実績　　48,538円
(2)　有料職業紹介事業実施事務所との連携による適正な事業運営

(3)　職業紹介責任者講習会への参加　　　参加者　3名（山口県連合合計）
６　労働者派遣事業の推進　
労働者派遣事業（以下「派遣事業」という。）の適正な推進を図るため、委員会、会議、研修会、情報提供及び指導助言を通じて、派遣事業の実施事務所と連携し、シルバー人材センター会員を対象に就業機会の拡大及び適正就業を進めるとともに、派遣事業に係る統括管理（労働者派遣基本契約、入金管理･賃金支払等の会計管理及び行政への各種報告等）を行った。
(1) 派遣事業実績
	項目
	令和2年度
	令和3年度
	対前年度比

	受注件数（件）
	700
	712
	101.7%

	契約金額（千円）
	648,128
	611,422
	94.3%

	就業実人員（人）
	1,160
	1,062
	91.6%

	就業延人員（人日）
	124,350
	112,953
	90.8%


(2) 派遣委員会の開催
	名称
	開催日
	内容

	第1回
	令和3年7月20日
	①派遣事業実績について
②教育訓練について
③派遣ヒヤリング結果について
④適正な事業運営について
⑤派遣担当者研修会の開催について

	第2回
	令和4年2月2日
	①令和3年度派遣事業の取組みについて
②令和4年度派遣事業の取組みについて


(3) 派遣事業担当者研修会
開催日  令和3年8月26日（木）
　　　 　場　所 　県土連ビル/オンライン（会場とZoom同時開催）　　　
　　　 　参加者　 24名（うちZoomにて参加　16名）
講　義　 ①　「Collabo80＋システムのシフト表活用について」
　　　　　　　　　　　　　　NRI社会情報システム株式会社
エイジレス80コールセンター　松枝　崇　氏　
　　　　　　　　  ②　「派遣事業ヒヤリングについて」
　　　　　　　　　　　　　　山口県シルバー人材センター連合会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　派遣事業推進員　 岡崎　英雄
　　　　　 ③　「派遣事業の適正な事業運営について」
　　　　　　　　　　　　　　山口県シルバー人材センター連合会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　  浜田　美智子
(4) 派遣事業所との連携による適正事業運営の実施
(5) 派遣労働者に対するキャリアアップのための教育訓練を実施
　　　10月14日～11月22日　13会場　211名受講　(交通安全教室同時開催)
(6) 派遣元責任者講習会への参加　　　参加者　14名（山口県連合合計）
７　高齢者活躍人材確保育成事業
　山口労働局から受託した高齢者活躍人材確保育成事業を活用し、一般の高齢者や企業に対しセンターを積極的にテレビ、新聞等にて周知・広報するとともに、センターの就業体験、技能講習、セミナー等を開催した。
　事業目標、新規会員数49人以上に対し277人の新規入会者があった。

(1) 一般高齢者向け会員募集、シルバー事業の周知について広報実施
テレビCM(月20本×12ヶ月)、Line広告2ヶ月間、新聞広告 2回、
新聞折込広告（県下全域346,460部）、ラジオCM 2回
(2) 企業向け広報
パンフレット作成 （1,500部）、新山口駅壁面看板設置
「出前講座・出張説明会」リーフレット作成配付（2,100部）
(3) セミナー　5回、技能講習　11講習、就業体験　4回開催
８　その他の事業等
　　   地域社会のニーズや制度改正等に的確かつ円滑に対応した事業を実施することができるよう、指導・助言、情報提供を行った。連合会主催の研修、会議等についてはコロナ感染症拡大防止のため大半を中止とし、全国シルバー人材センター事業協会主催のオンライン会議への参加を勧めた。
(1) 公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会の会議、研修会への参加
	開催日
	研修会・会議
	出席者数

	
	
	連合会
	センター

	①
	令和3年5月26日
	(水)
	
	都道府県連合事務局長会議(第1回)
	1
	―

	②
	令和3年8月23日
	(月)
	～
	会員拡大・就業開拓担当者会議
	3
	48

	③
	令和3年10月6日
	(水)
	
	都道府県連合事務局長会議(第2回)
	1
	―

	④
	令和3年10月18日
	(月)
	～
	適正就業担当者会議
	2
	63

	⑤
	令和3年10月25日
	(月)
	
	会計・経理担当者会議（会場）
	1
	0

	⑥
	令和3年11月15日
	(月)
	～
	会計・経理担当者会議（オンライン）
	3
	52

	⑦
	令和3年12月20日
	(月)
	～
	福祉・家事援助サービス担当者会議
	3
	36

	⑧
	令和4年1月12日
	(水)
	
	都道府県連合事務局長会議(第3回)
	1
	―

	⑨
	令和4年1月14日
	(金)
	
	安全就業指導員会議（会場）
	1
	1

	⑩
	令和4年1月31日
	(月)
	～
	安全就業指導員会議（オンライン）
	1
	49

	⑪
	令和4年2月7日
	(月)
	～
	デジタル活用支援推進事業受託推進会議
	3
	21


(2) 公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会（連合会事務局長が委嘱）個別指導
4センター（光市、下関市、周南市、下松市）
　(3)　山口労働局による経理指導
　　　 　1センター（美祢市）（※他3センターはオミクロン株感染拡大により中止）
(4) 中国ブロックシルバー人材センター連合協議会
　　　役職員研修会オンライン(YouTube)配信　参加者(視聴者)603名
期間　令和3年11月17日～令和3年12月17日
　　　　講演　①「会員100万人達成計画に向けて」
　　　　　　　　　全国シルバー人材センター事業協会　藤井　礼一　氏
　　　　講演　②「会員拡大は、私たちの使命」
　　　　　　　　　愛知県シルバー人材センター連合会　伊藤　容子　氏
　　　　
第Ⅲ　法人管理事業実施

１　令和3年度の事業実施状況
「第3次中期基本計画」及び「令和3年度事業計画」に基づき、県内各シルバー
　　人材センターと緊密な連携のもと、積極的に事業を推進してきた。
結果として、会員数は9,158人（対前年度比マイナス391人、4.1%減）となり、2年連続の大幅な減少となった。「契約金額」においても前年度を上回ることはできなかったが、コロナ感染症と派遣先事業所の定年延長の影響を受けつつも、前年度を僅かに下回る41億4,211万円（対前年度比マイナス4,487万円、1.1％減）となった。
全シ協の第2次会員100万人達成計画に基づく、第3次中期基本計画の目標値と実績を比較した達成率は下表のとおり、すべての項目において未達成となった。
	項目
	目標
	実　績
	達成率

	会員数
	11,485人
	9,158人
	79.7％

	粗入会率
	2.1％
	1.7％
	81.0％

	就業率
	90.0％
	　83.8％
	　93.1％

	就業実人員
	10,350人
	　7,671人
	74.1％

	契約金額
	4,637,643千円
	4,142,111千円
	89.3％


２　会議の開催状況
　   「令和3年度事業計画」に基づき、連合会の運営及び各シルバーとの連携について協
議し、事業を推進するための「総会」、「理事会」のほか、各種会議（研修会）を開催
した。　
(1)　総会
令和3年度定時総会
　　　　　  開催日　令和3年6月22日（火）
　　　　 　 場　所　県土連ビル　　
　　　　 　 報告事項　
1 令和2年度収支予算書補正報告の件
2 令和3年度事業計画報告の件　
3 令和3年度収支予算書等報告の件　　
　　　　 　　決議事項　
1 令和2年度事業報告承認の件
2 令和2年度決算報告承認の件
　　　　　　　　　　　監査報告

3 役員選任の件

　　　　     その他（連合会長表彰）　
　　　　　　　　　・シルバー人材センター事業貢献役員

　　　　　　　　　　公益社団法人　宇部市シルバー人材センター　監 事　宮本　美
　　　　　　　　　　公益社団法人　下関市シルバー人材センター　理 事　森本　桂
　　　　　　　　　　公益社団法人　周南市シルバー人材センター  理 事  神田　宝
　　　　　　　　　　公益社団法人　防府市シルバー人材センター　理 事  廣澤　芳三
　　　　　　　　　　公益社団法人　岩国市シルバー人材センター　理 事　山本　泰子
　　　　　　　　　　公益社団法人　山口市シルバー人材センター　理 事  吉村　正義
　　　　　　　　　　公益社団法人　光　市シルバー人材センター  理 事  尾川　直美
　　　　　　　　　　公益社団法人　長門市シルバー人材センター  理 事  宗重　宏和
　　　　　　　　　・シルバー人材センター事業貢献職員
　　　　　　　　　　該当者なし
・優良シルバー人材センター

公益社団法人　長門市シルバー人材センター
・安全就業優良シルバー人材センター

公益社団法人　山口市シルバー人材センター
　　　　　　 ・優良安全標語
　　　　　　　 最優秀作品「シルバーが　無事故続けて　ゴールドに」



　　　　　　　 作者：中村　征十郎







　　 　 所属：公益社団法人 宇部市シルバー人材センター
優秀作品  「あなたです　ケガをするのも　防ぐのも」




　　　　作者：藤松　勝








　　　      　 所属：公益社団法人 防府市シルバー人材センター






(2) 理事（役員）会
	名称
	開催日
	内容（決議事項等）

	第1回
	令和3年6月7日
	①令和2年度収支予算書補正の件
②令和2年度事業報告承認の件
③令和2年度決算報告承認の件
④令和3年度収支予算書補正の件
⑤役員選任の件
⑥令和3年度定時総会招集決定一部変更の件

	臨　時
	令和3年6月22日
	①「令和3年度第3回総務委員会」※報告事項

	第2回
	令和3年9月15日
	①令和3年度収支予算書補正の件

	臨　時
	令和3年12月16日
	①インボイス制度に係る草の根運動について
②その他(役員報酬について)※協議事項

	第3回
	令和4年2月15日
	①令和3年度収支予算書補正の件
②役員報酬等及び費用に関する規程改正の件
③旅費規程改正の件
④委員の報酬及び費用に関する規程制定の件

	第4回
	令和4年3月23日
	①令和3年度収支予算書補正承認の件
②令和4年度事業計画承認の件
③令和4年度収支予算書等承認の件
④令和4年度定時総会招集の件
⑤令和4年度役員賠償責任保険契約の件
⑥重要な職員(事務局長)の選任の件
⑦重要な職員(事務局次長)の選任の件


(3)  総務委員会
	名称
	開催日
	内容

	第1回
	令和3年5月19日
	①監事監査について
②連合会理事(役員)会・総会について
③令和3年度連合会行事予定について

	第2回
	令和3年6月4日
	①役員選任について

	第3回
	令和3年6月22日
	①専門委員会委員選任について

	第4回
	令和3年9月7日
	①理事(役員)会について
②インボイス制度に関して
③連合会行事予定について

	第5回
	令和3年11月18日
	①インボイス制度に係る草の根運動について
②連合会の今後の行事予定について

	第6回
	令和4年2月3日
	①令和4年度連合会事業について
②理事(役員)会について
③インボイス制度について
④シルバーフェスティバルについて

	第7回
	令和4年3月9日
	①理事(役員)会について
②令和4年度連合会行事予定について
③各センター総会について


(4)  事務局長会議

	名称
	開催日
	内容

	第1回
	令和3年6月17日
	①「都道府県シルバー連合事務局長会議」伝達
②山口県連合会連絡事項

	第2回
	令和3年10月21日
	①「都道府県シルバー連合事務局長会議」伝達
②山口県連合会連絡事項

	第3回
	令和4年2月8日
　（オンライン開催）
	①「都道府県シルバー連合事務局長会議」伝達
②山口県連合会連絡事項


３　シルバー事業支援要請活動の実施
　　　 超高齢社会において、センターが就業機会の確保・拡大するための機能の充実を図り、地域ニーズ・政策方針に十分な対応ができるよう、補助金と公共事業の確保について支援要請活動を行った。

　      要請日　  令和3年 7月21日（水）
「超高齢社会にチャレンジするシルバー人材センターの決意と
支援の要望」
　　　  要請先　  山口県、山口県議会、山口県市長会、山口県町村会
要請者　　会長、常務理事、総務委員(2名)
